
FUJI SPEEDWAY
Rd.1 SUZUKA CIRCUIT FEB 28 - MAR 1

Rd.2 SUZUKA CIRCUIT MAY 23 - 24

Rd.3 MOBILITY RESORT MOTEGI JUN 27 - 28

Rd.4 Sportsland SUGO AUG 29 - 30

Rd.5 FUJI SPEEDWAY SEP 25 - 26

Rd.6 FUJI SPEEDWAY OCT 10 - 11

Rd.5

2026 FORMULA REGIONAL JAPANESE CHAMPIONSHIP

R A C E  R E P O R T

9.25 [ fri] - 26 [sat]

fr i

[place] 富士スピードウェイ（静岡県小山町）

[spectators] 27,100人
※WEC第6戦富士6時間レースとの併催。

[weather] 　  晴れ　　  雨
fri(　　 8,800人　 　  18,300人）



Miura Muto37 38

2026 FORMULA REGIONAL JAPANESE CHAMPIONSHIP REPORT

R E S U L T S R E S U L T S

WEC富士と併催のRound5。
代役参戦の鈴木斗輝哉が2連勝し、

三浦柚貴もシリーズランキング首位を維持。

マツモトキヨシ TOM’S TGR-DC FR鈴木 斗輝哉 TOKIYA SUZUKI38PONOS RACING TOM’S TGR-DC FR三浦 柚貴 YUZUKI MIURA37

1位DRIVERS 2位TEAMS

STANDINGS

8位DRIVERS 2位TEAMS

STANDINGS

FIA世界耐久選手権の併催レースとして行なわれた 2026 FRJ の
Round5。前戦のアクシデントで右手を負傷した武藤雅奈は、治療に
専念するため今シーズンの残り全戦の欠場が決定。その代役として鈴
木斗輝哉がマツモトキヨシカラーの38号車のステアリングを託され
ることとなった。開始直前に雨が降り出し、ウエットコンディション
となった予選では、1 回目・2 回目ともに鈴木がトップタイムを記録し、
ダブルポールポジションを獲得した。#37 三浦柚貴は、目まぐるしく
変わるコンディションのなか 1 回目で 2 位を獲得。雨量が増えた予選
2 回目はライバルの先行を許して 5 位となり、決勝での挽回を目指す。

天候：雨｜気温：19℃｜路面温度：21℃

天候：雨｜気温：17℃｜路面温度：20℃Race 11 Race 12 天候：雨｜気温：16℃｜路面温度：19℃

予選と同様にウエットコンディションで行なわれたRace11決勝では、
スタートで三浦が先行したが、GRコーナー（1コーナー）で鈴木がす
ぐさまトップを奪い返した。その後は1年ぶりの FRJのレースという
ブランクを感じさせない走りで、鈴木が後続を引き離し、7.9秒のリー
ドを築いて優勝。三浦も2 位に続き、TOM’Sが今季初のワンツーフィ
ニッシュを飾った。Race12は雨量が多かったこともあり、セーフティ
カー先導でスタート。2 番手争いが激しくなるなか、鈴木はポールポ
ジションからRace11を上回る独走劇を披露し、最終的に33.7秒も
の大差をつけて2 連勝。三浦も終盤にポジションを上げて3 位表彰台
を獲得した。

Q U A L I F Y I N G

R A C E

Race 11

Race 12

予選 5位　　　　　3位決勝

2位　　　　　2位決勝予選

Race 11

Race 12

予選 1位　　　　　1位決勝

1位　　　　　1位決勝予選

-

Race 11 Race 12

P2/1’54.308 P3/1’55.570

P2/1:46.846
QF1 Best Time

P5/1’53.293
QF2 Best Time

Q UA L I F Y I N G

R AC E

-

Race 11 Race 12

P1/1’54.136
Fastest Lap

P1/1’51.874
Fastest Lap

P1/1’46.796
QF1 Best Time

P1/1’50.482
QF2 Best Time

Q UA L I F Y I N G

R AC E
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三浦 柚貴
Driver

山田　淳
Team Director

鈴木 斗輝哉
Driver

1 レース目は、ベストタイムで比較すると鈴木選手と差はないのですが、レース中のミ
スや序盤のペースが上がらないこと、ラップタイムのバラツキなど、反省点が多かった
です。そこを修正して、2 レース目では 3 位になれましたが、全体的にペースが上がら
ず、内容としては悔しい大会になりました。シリーズランキング首位で迎える最終大会
は、ライバルより前でゴールして、しっかりチャンピオンを獲れるように頑張ります。

今回と次戦の 2 大会で代役参戦をさせていただくことになりましたが、いろんなプレッ
シャーがあるなかでのレースでした。再び僕を起用してくださったことは本当に有難い
ですし、限られた時間のなかでしっかり結果を残せて良かったと思っています。レース
の内容を含めて非常に満足していますし、次戦も自分に与えられた役割をしっかりこな
して、また 2 連勝できるように頑張りたいです。

武藤選手の代役となる鈴木選手は、ある意味でチャンピオン争いを意識せず、久しぶり
のFRJでしたが、こちらの期待に応えるように懸命な走りを見せてくれました。後続を
大きく引き離して 2 連勝を挙げてくれたのは非常に良かったですし、彼のおかげでチー
ムランキングもかなり盛り返すことができました。三浦選手は、ウエットコンディショ
ンでの走らせ方にまだ足りていないところがあったと感じています。ライバルに対して
ポイントはリードできましたが、最終戦は一切気が抜けないと思っています。




